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「かぬま社協だより」は、市民の皆様からいただきました社協会費と赤い羽根共同募金　 の配分金などで作成しています。

共同募金ＰＲイベント開催のお知らせ

　今年も10月１日より全国一斉に赤い羽根共同募金運動が始まります。
　皆様からご協力いただいた募金は、住み慣れた地域で安心して暮らして
いくために、鹿沼市内の福祉活動に役立てられます。
　皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　共同募金の使いみち、様々な募金方法など共同募金を紹介するイベントです！
　寄附付き商品の販売等を行います。
　他にも輪投げ、バルーンアートなどお楽しみコーナーも用意しています。
　ぜひお立ち寄りください！！

鹿沼市での目標額：12,645,000円

日　時：10月1日（日）午前10時～12時
場　所：ヤオハン東町店

鹿沼市内で
の活用

例

街頭募金の
様子

〇小学1年生へ黄色い帽子を寄贈 〇高齢者サロンへの助成

〇在宅障がい児へボランティアが
　クリスマスケーキを届けるイベント



第241号　●2令和5年9月25日発行 かぬま社協だより

子どもの遊び体験・食料配布会 開催しました

「募金百貨店プロジェクト」協力店舗の紹介　第6弾

活用

　令和５年８月20日（日）、ひとり親家庭等を対象としたイベント「子どもの遊び
体験会～食料セット配布付き～」を開催しました。赤い羽根共同募金を活用し、
購入したお米やおかず等を希望者へ配布しました。また、子どもの遊び場を団体様にご協力いた
だき設置をし、来場した子どもたちは、楽しい時間を過ごしていました。

　皆様が、お買い物することで募金へつながり、「企業（お店）・住民（顧客）・募金（地域福祉）」
の３者で支えていく、赤い羽根共同募金の取り組みです。皆様のご協力をお願いいたします。

　共同募金は「じぶんの町を良くするしくみ。」です。募金協力の一つの方
法である「募金百貨店プロジェクト」は、売り上げの一部が赤い羽根共同募
金に寄附され、その募金は地域の福祉のために活用されます。現在、11月
末までの期間限定で、下記の店舗様にご協力いただいています。

●配布世帯：	106世帯
●提　　供：	お米530kg・レトルト食品・
	 缶詰・お菓子等
●協力団体：	（順不同）
鹿沼市ひとり親家庭福祉会
鹿沼市ボランティア連絡協議会
鹿沼青年会議所
（株）LIXILトータルサービス
（株）ダイナム栃木鹿沼店
Mipox（株）
フードバンクボランティア

〇和菓子処
　小太刀

〇〇ふふる里の森お菓子工房る里の森お菓子工房
　　黒子松屋黒子松屋

フードバンク食品募集
〇賞味期限が１か月以上あり、常温保存できるもの　〇缶詰・瓶詰め・海苔　大募集中！

生活にお困りの方にお渡しする食品を常時募集して
います。
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体験の様子

学生の感想

親子で参加　夏休みふくし体験を開催しました。

中高生サマースクール「福祉の職場　ちょこっとジョブ体験」を
開催しました。

　令和５年８月５日(土)、小学生親子５組10名が参加しました。
　今年は、社会福祉協議会と(株)LIXILトータルサービス様と鹿沼市ボランティア連絡協議会様
とのコラボ企画で夏休み期間を利用した「ふくし体験」を開催。
　前半は、車いすユーザーと一緒に車いす体験。ヤオハン貝島店へ買い物に。道中、車いすユー
ザーに日常生活の様子を聞き、よりリアルな体験をしました。ボランティア連絡協議会様の見守
りもあり、安全に終了。
　後半では、「森と家を結ぶ会」の齋藤様より、八溝材のお話を聞き、木製パズルの材料をいただき、
大人も子どもも試行錯誤しながら、パズルを作成。また、（株）LIXILトータルサービス様から「み
んなにキレイをプロジェクト　世界中にトイレと手洗いを」を分かりやすく教えていただき、サ
プライズで、参加者全員に「トイレ型の最中」をプレゼントしてもらいました。

　令和５年８月２日(水)、高校生５名、中学生８名の合計13名が参加しました。
　次代を担う中高生が、夏休み期間中に障がい者支援施設や高齢者福祉施設での体験を通し、施
設で働く職員の方々が利用者の方へどのように支援をし、どのような携わり方をしているのか。
また、利用者の生活の中で、それぞれの思いを知り、自分たちが住んでいる地域の福祉を身近に
感じられる。今回の経験で、少し深く福祉を考えるきっかけになったら良いと思います。

【障がい者支援施設の体験　中学1年生】
　今まで障がい者の人との関りはなかったけど、今日初めて一日体験をしてみて、障がいを持つ子ども達との関わり方、
接し方、対応の仕方など様々なことを学ぶことができました。
　今日の体験を通して気づいたことは、障がいを持つ子ども達も、自分らしく過ごせる環境をつくってくださって
いる人々がいることの大切さです。この体験から、自分にできそうだと感じたことは、障がいを持つ子ども達がで
きるだけ快適に過ごせるような環境をつくることです。私たちがサポートしていけるようになりたいです。
【高齢者福祉施設の体験　高校3年生】
　今日、体験をした「はいこんちょ」はとても利用者に
寄り添った施設だと感じました。
　自分の家のようにゆったりとした空間であり、自分も利
用者さんも居心地が良かったと思います。お昼ご飯を利
用者さんも一緒に包丁を使って切ったり、皮をむいたり。
またレクリエーションでは、どうやったら成功するか考え、
声かけをすることで雰囲気も良くなり自分も楽しめました。
この体験を忘れず、将来に活かせるようにしたいです。

体験の様子
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制服のリユース　進めよう！SDGs
　新型コロナウイルスのまん延以降、経済的に困窮する世帯が増加し、子ども達や子育て世帯を
取り巻く環境が厳しいものになっています。鹿沼市社会福祉協議会では、SDGsの観点から経済
的な支援に繋げるため、市内の様々な団体と協力し連携。
　今回ご紹介するリサイクルショップぶうめらんは、市内の中学校の
制服を中心に、幼稚園から高校の制服、体育着、学用品を取り揃えて
います。ご購入希望の方、また不要になった制服や学用品等の情報提
供がございましたら、ぜひともご活用ください。
場　　所：鹿沼市上殿町698
営業時間：午前9時～午後3時
定	休	日：毎週水曜日（臨時休業等はHPでご確認ください。）
問合せ先：TEL：65−6677

⃝寄附物品
根岸　健司 様 ...............................................................................................タオル 等

⃝指定のある寄附金
池田 様 ................................................................ 50,000円....................フードバンク事業へ
かぬまグルグルマップ 様 .................................. 40,000円....................フードバンク事業へ

⃝指定のない寄附金 指定のない寄附金は、ボランティア団体への助成金として使わせていただきます。
東部台地区コミュニティ推進協議会 様 ........... 10,043円
西大芦地区農産物直売推進委員会 様 ............... 10,811円
北関東盆栽組合 様 ............................................. 81,100円
松本　聖工 様 ..................................................... 10,000円
JAかみつが 共済プラザ 様 ............................... 30,000円
株式会社 安田測量 様 ......................................100,000円
鹿沼木工団地協同組合 様 ................................100,000円

フードバンクへ食品の寄附 （順不同）
鈴木　三郎 様　　増澤　直人 様　　石塚　百合子 様　　仲田　マサ 様　　（株）東洋羽毛 様　　佐藤　和徳 様
川田　広美 様　　大手　紘次 様　　鳥居　由起子 様　　ボランティアふれあい 様　　(株)ダイナム栃木鹿沼店 様
斉藤　京子 様　　角田　天樹 様　　鹿沼高校家庭クラブ 様　　池田 様　　松屋製粉(株) 様
宇賀神新聞店にご協力いただいた皆様　　福田　亜希子 様
老人保健施設かみつがご利用者ご家族様と職員 様
落花生おじさん 様　　髙野　晴美 様　　玉田　裕子 様　　徳蔵寺 様

その他、匿名での寄附や
フードバンクも多数お預かり
しました。
ありがとうございました。

〜皆さまのあたたかいお気持ちをありがとうございます〜寄附の報告
令和５年６月～８月末日受付

▲鹿沼木工団地協同組合 様

▲鹿沼高校家庭クラブ 様 ▲老健かみつがご利用者ご家族様と職員 様
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「第１回災害支援プロジェクトかぬま」を開催しました

【プロジェクトメンバー】 順不同
鹿沼市ボランティア連絡協議会　災害ボランティアチームかぬま
鹿沼青年会議所　NPO鹿沼市民活動サポーターズ　鹿沼飲食業組合
菊沢きずなプロジェクト　災害救援ひのきしん隊栃木教区隊
鹿沼市消防本部地域消防課　鹿沼市消防団　鹿沼市厚生課　鹿沼市危機管理課
鹿沼市協働のまちづくり課　鹿沼市国際交流協会
株式会社八百半フードセンター　鹿沼市社会福祉協議会
（協力：宇都宮大学地域デザインセンター地域防災部門）

「はじめての災害ボランティア講座」を開催しました
　令和５年７月22日、地元における災害ボランティアの普及・啓発
を目的として初めての方を対象に、「災害ボランティア活動の準備か
ら活動まで」と「災害ボランティアセンターの仕組みと参加の流れ」
について、講義と模擬体験を交えて開催しました。
　当日は、一般の方の参加に加え、大学生の参加もありボランティ
アスタッフも含めて40名以上。参加した大学生からは、「災害ボラ
ンティアとセンターの仕組みが良く分かった。機会があれば災害ボ
ランティアとして参加してみたい」と意気込みを話していました。

「かぬまひきこもり家族会」
日　　　時：毎月	第３木曜日	午後2時～3時30分
場　　　所：鹿沼市総合福祉センター（鹿沼市万町931−１）
対　　　象：ひきこもりに関して悩みを抱えている方
お約束ごと：＊会で話された内容は、秘密厳守でお願いします。
　　　　　　＊みなさんが気持ちよくお話しできるよう、心がけましょう。
　　　　　　＊話を聞くだけの参加でも大丈夫です。
問い合わせ：鹿沼市社会福祉協議会　TEL：65−5191

　鹿沼市における地元の災害支援力の向上と被災された方への幅広い支援の可能性を広げていくこ
とを目的に、市内の様々な団体や機関との連携を図るために「災害支援プロジェクトかぬま」が始
まりました。被災された方に寄り添い、関係機関の顔の見える関係を築き、お互いの専門性（得意
分野）の理解を進めていきます。令和６年２月３日に本プロジェクトのフォーラムを予定しております。
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▲

主　催
CAMPCAMPFES実行委員会
問い合わせ：0289－65－5191

▲

後　援
鹿沼市、 鹿沼市教育委員会、 
鹿沼市社会福祉協議会
鹿沼市ボランティア連絡協議会

駐車場などの詳細はHPを確認してください

入場無料（事前に申し込みが必要になります。）※詳細はHPにて
場所：ナカニシ株式会社 記念ホール

１４：００～

CAMP CAMP FES plus（プラス）
■招待事業

CAMPCAMP

令和５年 出会いの森芝生広場

ウブカタユウ

入場無料（スタンディングゾーンは一部有料）

秋のふれあいコンサート

人と人とのつながりを紡ぐ

11月12日■日
令和５年

11月19日■日

■9：30開演  9：00開場午前

FES2023かぬま初の野外音
楽フェス！

and more
※出演者は変更になる場合があります。


